
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
及
び
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱

第
一

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
情
促
法
」
と
い
う
。
）
の
一
部
改
正

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
促
進
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
通
を
円
滑
に
し
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
良
好
な

状
態
を
維
持
す
る
と
と
も
に
そ
の
性
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
そ
の
高
度
利
用
を
促
進
し
、
及
び
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
業

等
の
育
成
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
が
戦
略
的
に
利
用
さ
れ
、
及
び
多
様
な

デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
る
高
度
な
情
報
化
社
会
の
実
現
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
生
活
の
向
上
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

（
第
一
条
関
係
）

二

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

１

業
務
の
範
囲

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
情
促
法
第
三
十
六
条
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

情
報
処
理
に
関
す
る
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
専
門
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
を
養
成
し
、
及
び
そ
の
資

(1)



質
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

（
第
四
十
七
条
第
一
項
第
七
号
関
係
）

情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
会
社
が
大
量
の
情
報
に
つ
き
高
速
度
で
の
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
性
能
を
有

(2)
す
る
設
備
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
設
備
の
導
入
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
発
行
す

る
社
債
又
は
当
該
資
金
を
借
り
入
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
借
入
れ
に
係
る
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
七
条
第
一
項
第
十
二
号
関
係
）

選
定
事
業
者
（
三
の
２
の

の
⑦
に
規
定
す
る
選
定
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
１
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
選
定

(3)

(2)

実
施
計
画
（
情
促
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
選
定
実
施
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
っ
て

特
定
取
組
（
三
の
２
の

に
規
定
す
る
特
定
取
組
を
い
う
。
）
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
（
以
下
「
取
組
資

(1)

金
」
と
い
う
。
）
の
出
資
又
は
施
設
若
し
く
は
設
備
（
三
の
４
の

の
規
定
に
よ
り
譲
り
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）

(5)

の
現
物
出
資
を
行
う
こ
と
。

（
第
四
十
七
条
第
一
項
第
十
三
号
関
係
）

選
定
事
業
者
が
取
組
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
発
行
す
る
劣
後
特
約
付
社
債
の
取
得
又
は
選
定
事
業
者
に
対
す
る

(4)
劣
後
特
約
付
金
銭
消
費
貸
借
に
よ
る
取
組
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
こ
と
。
（
第
四
十
七
条
第
一
項
第
十
四
号
関
係
）

選
定
事
業
者
が
取
組
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
発
行
す
る
社
債
又
は
取
組
資
金
を
借
り
入
れ
る
場
合
に
お
け
る
当

(5)



該
借
入
れ
に
係
る
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
七
条
第
一
項
第
十
五
号
関
係
）

取
組
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
金
融
機
関
に
対
し
、
利
子
補
給
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

(6)

（
第
四
十
七
条
第
一
項
第
十
六
号
関
係
）

２

出
資
等
業
務
基
準

機
構
は
、
１
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
経
済
産
業
大

(1)

(2)

(5)

臣
の
認
可
を
受
け
て
定
め
る
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
八
条
第
一
項
関
係
）

経
済
産
業
大
臣
は
、

の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

(2)

(1)

る
こ
と
。

（
第
四
十
八
条
第
二
項
関
係
）

三

指
定
高
速
情
報
処
理
用
半
導
体
の
指
定
等

１

指
定

経
済
産
業
大
臣
は
、
政
令
で
定
め
る
種
類
ご
と
に
次
の

及
び

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
半
導
体
を
指
定
す
る
こ

(1)

(2)

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

極
め
て
大
量
の
情
報
を
極
め
て
高
速
度
で
処
理
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
半
導
体
で
あ
っ
て
、
情
報
処
理
の
高
度

(1)



化
の
た
め
に
特
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

我
が
国
に
お
い
て
そ
の
半
導
体
の
生
産
及
び
供
給
が
安
定
的
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
行
わ
れ
な
い
お
そ
れ

(2)
が
あ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
。

（
第
六
十
一
条
第
一
項
関
係
）

２

公
募
の
実
施
に
関
す
る
指
針

経
済
産
業
大
臣
は
、
１
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
半
導
体
（
以
下
「
指
定
高
速

(1)
情
報
処
理
用
半
導
体
」
と
い
う
。
）
の
生
産
施
設
の
設
置
並
び
に
指
定
高
速
情
報
処
理
用
半
導
体
の
試
作
及
び
需
要

の
開
拓
そ
の
他
の
指
定
高
速
情
報
処
理
用
半
導
体
の
生
産
を
安
定
的
に
行
う
た
め
に
必
要
な
取
組
（
以
下
「
特
定
取

組
」
と
い
う
。
）
を
最
も
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
公
募
に
よ
り
選
定
す
る
た
め
に
、

公
募
の
実
施
に
関
す
る
指
針
（
以
下
単
に
「
指
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
十
三
条
第
一
項
関
係
）

指
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(2)
①

公
募
の
対
象
と
す
る
指
定
高
速
情
報
処
理
用
半
導
体
（
以
下
「
公
募
対
象
半
導
体
」
と
い
う
。
）

②

公
募
対
象
半
導
体
の
生
産
の
開
始
に
係
る
目
標



③

公
募
の
参
加
者
の
資
格
に
関
す
る
基
準

④

公
募
対
象
半
導
体
に
係
る
特
定
取
組
に
関
す
る
事
項

⑤

公
募
対
象
半
導
体
に
係
る
特
定
取
組
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
と
の

連
携
並
び
に
そ
の
特
定
取
組
の
実
施
に
よ
る
我
が
国
経
済
社
会
の
発
展
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
の
寄
与
に
関

す
る
事
項

⑥

公
募
を
開
始
す
る
日
及
び
公
募
の
期
間

⑦

選
定
事
業
者
（
特
定
取
組
を
最
も
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
公
募
に
よ
り
選

定
さ
れ
た
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
選
定
す
る
た
め
の
評
価
の
基
準

⑧

①
か
ら
⑦
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
募
の
実
施
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
第
六
十
三
条
第
二
項
関
係
）

３

実
施
計
画
の
提
出

公
募
に
応
じ
て
選
定
事
業
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
特
定
取
組
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
実
施
計
画
」

(1)
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。



（
第
六
十
四
条
第
一
項
関
係
）

実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

(2)
①

特
定
取
組
の
内
容
及
び
実
施
期
間

②

特
定
取
組
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
の
額
及
び
そ
の
調
達
方
法
（
二
の
１
の

の
規
定
に
よ
る
施
設
又

(3)

は
設
備
の
現
物
出
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
施
設
又
は
設
備
を
所
有
し
、
又

は
所
有
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
国
立
研
究
開
発
法
人
で
あ
っ
て
４
の

の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
名
称
そ
の
他

(4)

当
該
施
設
又
は
設
備
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）

③

公
募
対
象
半
導
体
の
生
産
の
目
標
及
び
実
施
体
制

④

①
か
ら
③
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
取
組
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項（

第
六
十
四
条
第
二
項
関
係
）

４

選
定
事
業
者
の
選
定
等

経
済
産
業
大
臣
は
、
３
の

の
規
定
に
よ
り
公
募
に
応
じ
て
選
定
事
業
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
か
ら
実
施
計
画
が

(1)

(1)

提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
実
施
計
画
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る



こ
と
。

①

当
該
実
施
計
画
に
係
る
特
定
取
組
が
指
針
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②

当
該
実
施
計
画
を
提
出
し
た
者
が
公
募
対
象
半
導
体
の
生
産
を
行
う
に
足
り
る
技
術
的
な
基
礎
を
有
す
る
こ

と
。

③

当
該
実
施
計
画
を
提
出
し
た
者
が
不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
明
ら
か
な
者
で
な
い
こ
と
。

（
第
六
十
五
条
第
一
項
関
係
）

経
済
産
業
大
臣
は
、

の
規
定
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
実
施
計
画
が

の
①
か
ら
③
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適

(2)

(1)

(1)

合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
２
の

の
⑦
に
掲
げ
る
評
価
の
基
準
に
従
っ
て
、
そ
の
適
合
し
て
い
る
と
認

(2)

め
ら
れ
た
全
て
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
十
五
条
第
二
項
関
係
）

経
済
産
業
大
臣
は
、

の
評
価
に
従
い
、
公
募
対
象
半
導
体
に
係
る
特
定
取
組
を
最
も
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が

(3)

(2)

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
選
定
事
業
者
と
し
て
選
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
十
五
条
第
三
項
関
係
）

機
構
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
で
あ
っ
て
指
定
高
速
情
報
処
理
用
半
導
体
に
係
る
施
設
又
は
設
備
を
所
有
し
、
又

(4)
は
所
有
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
、
二
の
１
の

の
規
定
に
よ
る
現
物
出

(3)



資
を
行
う
た
め
、
当
該
施
設
又
は
設
備
の
譲
渡
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
十
八
条
第
一
項
関
係
）

の
政
令
で
定
め
る
国
立
研
究
開
発
法
人
は
、

の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
機
構
に
対
し
、

の

(5)

(4)

(4)

(4)

施
設
又
は
設
備
を
無
償
で
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
六
十
八
条
第
二
項
関
係
）

四

先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債

１

政
府
は
、
令
和
七
年
度
か
ら
令
和
十
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
限
り
、
財
政
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
内
外
の
経
済
的
社
会
的
環
境
に
応
じ
た
安
定
的
か
つ
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
給
構
造
の
構
築
に
資
す
る
も
の
と

し
て
講
ず
る
先
端
的
な
半
導
体
の
性
能
の
向
上
及
び
そ
の
安
定
的
な
生
産
の
確
保
並
び
に
先
端
的
な
電
子
計
算
機
の
導

入
そ
の
他
の
人
工
知
能
関
連
技
術
（
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
人
工
知
能
関
連
技
術

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
で
経
済
産
業
大
臣
が
行
う
も
の
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
財
政

上
の
措
置
に
要
す
る
費
用
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
予
算
を
も
っ
て
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
、
公
債
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

選
定
事
業
者
が
選
定
実
施
計
画
に
従
っ
て
実
施
す
る
特
定
取
組
に
関
す
る
措
置

(1)



先
端
的
な
半
導
体
若
し
く
は
そ
の
生
産
に
必
要
な
原
材
料
、
設
備
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
生
産
施
設

(2)
（
生
産
施
設
に
係
る
設
備
を
含
む
。
）
の
設
置
又
は
先
端
的
な
半
導
体
若
し
く
は
当
該
政
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る

技
術
の
開
発
に
関
す
る
措
置
（

に
掲
げ
る
措
置
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

(1)

先
端
的
な
電
子
計
算
機
の
導
入
、
人
工
知
能
関
連
技
術
を
活
用
し
て
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
第
二
条
第
二

(3)
項
の
機
能
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
又
は
先
端
的
な
電
子
計
算
機
に
係
る
技
術
の

開
発
に
関
す
る
措
置

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
措
置
に
附
帯
し
、
又
は
密
接
に
関
連
す
る
措
置

（
第
六
十
九
条
第
一
項
関
係
）

(4)

(1)

(3)

２

１
の
規
定
に
よ
る
公
債
（
以
下
「
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
」
と
い
う
。
）
の
発
行
は
、
各
年
度
の
翌

年
度
の
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
翌
年
度
の
四
月
一

日
以
後
発
行
さ
れ
る
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
に
係
る
収
入
は
、
当
該
各
年
度
所
属
の
歳
入
と
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

（
第
六
十
九
条
第
三
項
関
係
）

３

先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
等
に
つ
い
て
は
、
４
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
に
よ
り
、
令
和
三
十
二
年
度
ま

で
の
間
に
償
還
す
る
も
の
と
す
る
な
ど
、
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
等
の
償
還
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定



を
設
け
る
こ
と
。

（
第
七
十
条
、
第
七
十
一
条
及
び
第
七
十
三
条
関
係
）

４

財
政
投
融
資
特
別
会
計
の
投
資
勘
定
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定

へ
の
繰
入
れ
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

（
第
七
十
二
条
関
係
）

五

罰
則

罰
則
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

（
第
七
十
八
条
第
二
項
、
第
七
十
九
条
並
び
に
第
八
十
一
条
第
二
号
及
び
第
四
号
関
係
）

六

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
二

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
特
会
法
」
と
い
う
。
）
の
一
部
改
正

一

財
政
投
融
資
特
別
会
計

二
の
２
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
措
置
に
要
す
る
費
用
並
び
に
二
の
４
の

の
⑥
の
償
還
金
及
び
利
子
並
び
に
二
の

(1)

(4)

(2)

４
の

の
⑦
の
諸
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
予
算
で
定
め
る
金
額
を
限
り
、
投
資
勘
定
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会

(2)

計
の
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



（
第
六
十
八
条
の
二
関
係
）

二

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計

１

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
は
、
燃
料
安
定
供
給
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
高
度
化
対
策
、
電
源
立
地
対
策
、

電
源
利
用
対
策
、
原
子
力
安
全
規
制
対
策
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
対
策
及
び
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
対

策
の
経
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
五
条
第
一
項
関
係
）

２

「
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
対
策
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
財
政
上
の
措
置
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
一
の
四
の
１
の

に
掲
げ
る
措
置
と
し
て
行
う
機
構
に
対
す
る
出
資
金
の
出
資
又
は
交
付
金
の
交
付

(1)

(1)

第
一
の
四
の
１
の

に
掲
げ
る
措
置
と
し
て
行
う
補
助
（
交
付
金
、
委
託
費
そ
の
他
の
給
付
金
の
交
付
（

に
掲

(2)

(2)

(1)

げ
る
交
付
金
の
交
付
を
除
く
。
）
を
含
む
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の

第
一
の
四
の
１
の

に
掲
げ
る
措
置
と
し
て
行
う
補
助
（
交
付
金
、
委
託
費
そ
の
他
の
給
付
金
の
交
付
を
含

(3)

(3)

む
。
）
又
は
機
構
に
対
す
る
出
資
金
の
出
資
で
政
令
で
定
め
る
も
の

第
一
の
四
の
１
の

に
掲
げ
る
措
置
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
対
策

(4)

(4)

に
係
る
附
帯
事
務
等
に
関
す
る
措
置
」
と
い
う
。
）

（
第
八
十
五
条
第
八
項
関
係
）



３

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
勘
定
、
電
源
開
発
促
進
勘
定
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
勘
定
及

び
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
七
条
関
係
）

４

先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
に
お
け
る
歳
入
及
び
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

歳
入

(1)
①

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

②

一
の
規
定
に
よ
る
財
政
投
融
資
特
別
会
計
の
投
資
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

③

６
の
規
定
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
勘
定
か
ら
の
繰
入
金

④

先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
の
発
行
収
入
金

⑤

一
時
借
入
金
の
借
換
え
に
よ
る
収
入
金

⑥

情
促
法
第
五
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
で
あ
っ
て
、
こ
の
勘
定
に
帰
属
す
る
も
の

⑦

先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
対
策
に
係
る
附
帯
事
務
等
に
関
す
る
措
置
に
基
づ
く
収
入
金

⑧

附
属
雑
収
入

歳
出

(2)



①

２
の

の
出
資
金
及
び
交
付
金

(1)

②

２
の

の
補
助
金
（
交
付
金
、
委
託
費
そ
の
他
の
給
付
金
を
含
む
。
③
に
お
い
て
同
じ
。
）

(2)

③

２
の

の
補
助
金
及
び
出
資
金

(3)

④

７
の
規
定
に
よ
る
財
政
投
融
資
特
別
会
計
の
投
資
勘
定
へ
の
繰
入
金

⑤

先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
対
策
に
係
る
附
帯
事
務
等
に
関
す
る
措
置
に
要
す
る
費
用

⑥

先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
及
び
当
該
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
に
係
る
借
換
国
債
の

償
還
金
及
び
利
子

⑦

先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
及
び
当
該
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
に
係
る
借
換
国
債
の

発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費

⑧

一
時
借
入
金
の
利
子

⑨

借
り
換
え
た
一
時
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子

⑩

事
務
取
扱
費

⑪

附
属
諸
費

（
第
八
十
八
条
第
四
項
関
係
）



５

特
会
法
第
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
複
数
年
度
に
わ
た
る
事
務
又
は
事
業
で
あ
っ
て
、
各
年
度
の
所
要
額
を
あ

ら
か
じ
め
見
込
み
難
く
、
弾
力
的
な
支
出
が
必
要
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
特
段
の
事
情
が
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
複

数
年
度
に
わ
た
る
財
源
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
そ
の
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
実
施
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
の
財
源
と
し
て
設
置
す
る
基
金
に
充
て
る
た
め
に
経
済
産
業
大
臣
が
交
付
し
た
補
助
金
に
つ
い
て
、
国
に
返
納
さ
れ

た
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
対
策
に
要
す
る
費
用
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
当
該

国
に
返
納
さ
れ
た
金
額
の
範
囲
内
で
、
予
算
で
定
め
る
金
額
を
限
り
、
一
般
会
計
か
ら
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連

技
術
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
九
十
一
条
の
二
関
係
）

６

先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
対
策
に
要
す
る
費
用
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
予
算
で
定
め
る
金
額
を
限
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
勘
定
か
ら
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

（
第
九
十
一
条
の
五
第
一
項
関
係
）

７

一
の
規
定
に
よ
り
財
政
投
融
資
特
別
会
計
の
投
資
勘
定
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
た
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
先
端

半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
か
ら
そ
の
繰
入
金
に
相
当
す
る
金
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
を
、
予
算
で
定
め
る

金
額
を
限
り
、
財
政
投
融
資
特
別
会
計
の
投
資
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



（
第
九
十
一
条
の
七
関
係
）

８

第
一
の
四
の
１
の
規
定
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
行
わ
れ
る
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能

関
連
技
術
債
の
発
行
は
、
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
九
十
二
条
の
五
関
係
）

９

先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
及
び
当
該
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
債
に
係
る
借
換
国
債
の
償
還

金
（
借
換
国
債
を
発
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
借
換
国
債
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
部
分
を
除
く
。
）
及

び
利
子
並
び
に
発
行
及
び
償
還
に
関
す
る
諸
費
の
支
出
に
必
要
な
金
額
（
事
務
取
扱
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
除

く
。
）
は
、
毎
会
計
年
度
、
先
端
半
導
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
九
十
二
条
の
六
第
一
項
関
係
）

特
会
法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
勘
定
、
電
源
開
発
促
進
勘
定
及
び
先
端
半
導

10
体
・
人
工
知
能
関
連
技
術
勘
定
に
お
い
て
、
歳
入
不
足
の
た
め
に
一
時
借
入
金
を
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
金
額
を
限
り
、
こ
れ
ら
の
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
、
一
時
借
入
金
の
借
換
え
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
九
十
五
条
第
二
項
関
係
）



三

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

第
三

附
則

一

こ
の
法
律
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
必
要
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
か
ら
第
九
条
ま
で
関
係
）

三

関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

（
附
則
第
十
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
関
係
）


